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正
確
な
被
害
予
想
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発

生
し
て
か
ら
で
は
、
対
応
で
き

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
最
新
の
ウ
イ
ル
ス

研
究
か
ら
予
想
さ
れ
る
最
悪
な

ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
、
事
前
に

対
策
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

◇
厚
生
労
働
省
の
試
算
で
も
死

者
数
64
万
人
！

　

厚
生
労
働
省
の
想
定
に
よ
れ

ば
、
ワ
ク
チ
ン
や
タ
ミ
フ
ル
を

使
用
し
な
い
条
件
で
は
、
国
民

の
25
％
（
３
２
０
０
万
人
）
が

発
症
、
最
大
で
２
５
０
０
万
人

が
医
療
機
関
を
受
診
、
入
院
患

者
は
53
～
２
０
０
万
人
、
死
亡

者
は
17
～
64
万
人
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
試
算
は
、
過
去
の
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
も
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
昔
よ

り
も
人
口
密
度
が
高
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
Ｈ
5
Ｎ
１

は
強
毒
型
（
過
去
の
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
す
べ
て
弱
毒
型
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
大
き

な
健
康
被
害
が
出
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

※
２
０
０
８
年
7
月
の
厚
生
労

働
省
の
専
門
家
会
議
で
被
害
想

定
を
よ
り
高
く
見
積
も
る
方
向

で
再
評
価
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

◇
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発

生
し
た
ら
通
常
の
社
会
生
活
は

送
れ
な
い

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
に
よ
る
被
害
は
健
康
へ
の
影

響
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同

時
期
に
多
く
の
人
が
感
染
し
、

医
療
機
関
、流
通
、交
通
機
関
、

製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
す

べ
て
の
分
野
で
働
き
手
が
減
る

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
活
動
に
も

被
害
や
混
乱
が
出
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
の
際
に
も
、

物
流
が
止
ま
っ
て
餓
死
者
が
出

た
り
、
経
済
が
停
滞
し
た
り
す

る
こ
と
で
混
乱
が
広
が
り
ま
し

た
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

し
て
は
、
誰
も
免
疫
を
も
っ
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国

内
で
発
生
す
る
と
、
マ
ス
ク
な

ど
の
感
染
防
止
用
品
や
食
料
品

な
ど
の
不
足
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
し
た

準
備
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
実
情
に
あ
っ

た
行
動
計
画
を
立
て
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

い
な
い
う
え
、
現
在
は
、
交
通

機
関
が
発
達
し
て
い
て
、
世
界

◇
備
蓄
品
の
管
理
の
仕
方
を
含

め
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
時
に
は
、

誰
が
寝
込
ん
で
し
ま
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
平
時
の
う
ち
に
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ヘ
の
理
解

を
深
め
、
行
動
計
画
を
家
族
や

親
し
い
人
、
ま
た
、
会
社
内
で

中
で
人
の
往
来
が
活
発
で
す
。

そ
の
た
め
、
世
界
の
ど
こ
か
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
と
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ

の
は
難
し
く
、
短
期
間
で
世
界

中
に
広
ま
っ
て
し
ま
う
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

◇
現
在
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
一
歩

手
前
　
新
型
の
発
生
か
ら
大
流

行
ま
で
は
一
瞬

　

現
在
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
戒
レ
ベ
ル

は「
フ
ェ
ー
ズ
５
」（
上
図
参
照
）

で
「
よ
り
大
き
な
集
団
感
染
が

認
め
ら
れ
る
。
人
に
完
全
に
適

合
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、

適
合
力
が
増
し
て
い
る
」
と
い

う
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
段
階
で
封
じ

込
め
が
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、

話
し
合
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

備
蓄
品
の
管
理
の
仕
方
な
ど

も
含
め
、
情
報
を
共
有
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◇
備
蓄
は
多
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
　
2
か
月
分
を
用
意
し

た
い
と
こ
ろ

一
週
間
程
で
世
界
中
に
拡
大
し
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
を
示
す

「
フ
ェ
ー
ズ
6
」
ま
で
あ
っ
と

い
う
間
に
進
む
と
い
う
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
の
「
フ
ェ

ー
ズ
５
」
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
策
を
十
分
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
な
の
で

す
。

　

地
震
な
ど
の
災
害
と
違
い
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流

行
時
は
、
日
本
全
国
、
世
界
中

で
同
時
に
混
乱
が
起
き
る
た
め
、

他
の
地
域
か
ら
の
援
助
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
流
行
期
は
2
か
月
間

続
く
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、

流
行
期
間
に
な
る
べ
く
外
出
し

な
く
て
も
済
む
よ
う
に
、
2
か

月
分
を
用
意
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
状
況
に
合
わ
せ
て
、
国
や
自

治
体
な
ど
か
ら
も
指
示
が
あ
る

は
ず
で
す
が
、
ま
ず
は
、
何
に

気
を
つ
け
て
生
活
し
て
い
く
の

が
よ
い
の
か
を
理
解
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◇
海
外
の
ど
こ
か
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
と
き

　

海
外
の
ど
こ
か
で
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、

短
期
間
の
う
ち
に
世
界
中
へ
広

が
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
へ
は
、
1
～
2
週
間
程
も

し
く
は
、
も
っ
と
短
期
間
で
侵

入
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
世
界
の
ど
こ
か
で
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
と

き
は
、
最
大
限
の
警
戒
と
最
終

的
な
準
備
を
急
い
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
国
内
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
と
き

　

日
本
国
内
で
一
人
で
も
感
染

者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
1
週

間
ほ
ど
で
、
全
国
に
感
染
者
が

拡
大
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

■
一
度
発
生
す
れ
ば
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
の
は
難
し
い

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
前
　
今
か
ら
で
き
る
対
策

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
つ
い
に
発
生
！
発
生
後
の
対
策

■
実
際
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
き
た
ら
ど
う
な
る
か
？

パンデミック時に想定される被害状況
●数千万人の患者が同時発生し、医療機関に殺到する
●医療関係者や院内にも感染が広がり、医療サービス機能が低下する
●人工呼吸器やベッドが不足し重症者が入院不可能になる
●短期間に相当数の犠牲者が出る
●一般企業の閉鎖だけではなく、ライフライン従事者の発症により社会機能
が低下する
●行政機能が限定され、警察、消防等の人員不足により治安が悪化する
●食料品やガソリンなどの流通がストップし、日常生活に支障をきたす
●莫大な経済的損失

厚労省の試算による日本での被害
人口

罹患者数

入院

死者数

１億 2,700 万人

3,200 万人

53～200 万人

17～64万人
地理的条件やワクチン対策などを考慮したオーストラリアのロウィー研
究所の国別の被害予測では、スペインかぜをもとにした試算で、日本の
死者数を最大で 210万人としています。

WHOによる新型インフルエンザの警戒レベル（フェーズ）区分

前流行期

流行危険期

現在はフェーズ 5流行期

フェーズ１
新しい亜型のインフルエンザウイルスは人からは検
出されていない。
新しい亜型のインフルエンザウイルスが動物から人
へ感染する可能性は低い。

フェーズ３ 新しい亜型のウイルスの人への感染が確認されてい
るが、基本的には人から人への感染はない。

フェーズ４
人での小さな集団感染が認められるが、感染はごく
限られた地域で、ウイルスはそれほど人に適合して
いない。

フェーズ５ より大きな集団感染が認められる。人に完全に適合
しているとはいえないが、適合力が増している。

フェーズ６ パンデミック（世界的大流行）が発生し、人で感染
が拡大している。

フェーズ２
新しい亜型のインフルエンザウイルスは人からは検
出されていないが、動物から人へ感染するリスクが
高い。

備蓄品チェックリスト
新型インフルエンザ発生後には必要なものが買えなくなる可能性
もあります。足りないものは今から揃え始めましょう。また赤ちゃ
んのいる方は紙オムツなど、リストになくても、状況に応じて準
備しておきましょう。

□解熱剤（15歳未満はアセトアミノフェン）※タイレノール・小児用バファリン
cⅡ等

□冷却剤（冷却枕・氷枕・水枕など）
□スポーツ飲料　※粉末だと備蓄に便利、発熱時の水分補給にもよい

□体温計（予備も）
□マスク（外科用マスク、市販の花粉・ウイルス防止マスク）
　※使い捨てなので一人につき 50枚以上用意したいところ

□うがい薬
□ゴム手袋（薄いものと厚いもの）
□ゴーグル（目からの飛沫感染防止）
□消毒薬（アルコール・次亜塩素酸ナトリウム）※ブリーチ・ハイターなど
□ビニール袋（使用済みのティッシュやマスクを密封して捨てる）

□主食（米・餅・麺類・シリアル・パン）
□菓子類（ビスケット・チョコレート・飴など）
□レトルト食品・インスタント食品
□缶詰（肉・魚・果物など）
□スープ、おかゆ
□ジャム・ゼリー状栄養補助食品（発熱時の栄養摂取にも）
□冷凍食品　※ライフラインのストップもあるので万全ではない
□プロセスチーズ、ロングライフ牛乳、スキムミルク

□ティッシュペーパー・トイレットペーパー
□生理用品
□洗剤・液状石けん

□胃薬・消毒薬（傷薬）・整腸剤など
□その他持病の処方薬（血圧の薬など）

□飲料水（1日当たり 1人最低 2リットル）
□懐中電灯・乾電池・携帯電話充電器
□ラジオ
□手まわし発電機
□カセットコンロ（ガスボンベ）
□多少の現金
※石油ストーブも停電時には有効

ライフラインが
ストップした場
合に備えて、地
震のときなど通
常の災害時にも
使えるものも用
意しましょう。

無理のない備蓄のコツ
○食品の消費期限が迫ったら普段の食事
やおやつに使って新たに買い足す。

○業務用の商品を買っての備蓄も一つの
方法。

感染防止
用品

家庭内
治療用品

食料品

日常品

一般薬
（常備薬）

その他

感染拡大を防ぐのが難しい理由
●交通機関が発達しており、世界中で人の往来がある。
●新型インフルエンザに対して誰も免疫をもっていな
い。
●感染力が強い。おもな感染経路は飛沫感染・接触感
染。条件によっては空気感染もする。
●潜伏期間（感染してから発症するまでの無症状の間）
から、ウイルスをまき散らすので、自覚症状のない
まま、感染を広げてしまう。

【
対
策
編
】

求められる対策
●ニュースや区市町村からの情報に注意を払う。
噂やデマに惑わされず確かな情報を選ぶ。
　（情報収集は、完全に安全になるまで続ける）
●発生した新型インフルエンザの亜型と毒性を確
認する。
●亜型などを確認して、当初の計画が正しいか判
断する。
●備蓄品の確認と補充。

求められる対策

●できるだけ外出しない。
●どうしても外出しなければい
けないときには、マスク・ゴー
グル・手袋を装着する。
●手洗い・うがい・洗顔を徹底
する。

［ ３ ］

足
が
つ
る
の
は
ど
う
し
て
か

第8回

　

足
が
つ
る
原
因
で
、
一
番
多

い
の
が
こ
む
ら
返
り
。
朝
方
、

寝
床
の
中
で
の
び
を
し
た
と
た

ん
、
こ
む
ら
返
り
が
起
こ
っ
て

痛
く
て
動
け
な
か
っ
た
、
と
い

う
人
も
多
い
は
ず
だ
。

　

こ
む
ら
返
り
は
、
ふ
く
ら
は

ぎ
な
ど
の
筋
肉
が
突
然
勝
手
に

収
縮
し
て
硬
く
な
っ
た
状
態
で
、

激
し
い
痛
み
を
伴
う
。
寝
て
い

る
間
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
が
、

ふ
だ
ん
運
動
不
足
の
人
が
急
に

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
と
く
に

何
も
し
な
く
て
も
起
こ
る
こ
と

も
あ
る
。

　

た
い
て
い
は
、
筋
肉
の
疲
労

が
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い

う
と
、
そ
ん
な
に
運
動
な
ん
か

し
て
い
な
い
の
に
、
と
思
う
人

が
い
る
は
ず
。
実
は
、
日
頃
か

ら
運
動
不
足
だ
と
、
ち
ょ
っ
と

し
た
刺
激
で
筋
肉
の
セ
ン
サ
ー

が
過
剰
反
応
を
起
こ
し
、
異
常

な
収
縮
を
起
こ
し
て
し
ま
う
ら

し
い
。
水
泳
の
前
に
準
備
体
操

を
す
る
の
も
、
息
継
ぎ
で
息
を

吸
い
す
ぎ
る
と
、
血
液
中
の
炭

酸
ガ
ス
が
減
っ
て
筋
肉
が
け
い

れ
ん
し
や
す
く
な
る
か
ら
だ
そ

う
だ
。
冷
え
も
、
け
い
れ
ん
の

原
因
に
な
る
。

　

と
、
こ
む
ら
返
り
は
た
い
て

い
は
病
気
と
関
係
な
い
が
、
脱

水
で
体
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
た
り
、
薬
の
副
作
用

で
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
寝
て

い
る
間
に
何
度
も
呼
吸
が
止
ま

る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
も
、

足
首
が
勝
手
に
動
い
て
睡
眠
を

妨
げ
る
こ
と
が
あ
る
。た
だ
し
、

ま
れ
に
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど

脊
髄
の
病
気
、
脳
腫
瘍
や
糖
尿

病
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
の
で
、
頻
繁
に
こ
む
ら
返

り
が
起
こ
る
人
は
、
一
度
は
病

院
を
受
診
し
た
い
。

　

こ
む
ら
返
り
は
、
予
防
に
も

治
療
に
も
ス
ト
レ
ッ
チ
が
効
く
。

運
転
中
に
足
が
つ
っ
た
ら
大
変

な
の
で
、
寝
る
前
に
は
足
の
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
ゆ
っ
く
り

伸
ば
し
、
冷
や
さ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。　

【
ね
つ
・
か
な
こ
】
医
療
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト


